平成24年度　第2回 産業医部会 幹事会議事録
日　時：平成24年8月31日（金）14：00～17：00
場　所：公衆衛生協会ビル　1階　大会議室
出席者：広瀬　俊雄（部会長）、斉藤　政彦（副部会長）、彌富　美奈子、岩田　全充、色川　俊也、
宇土　博、織田　進、小田原　努、加藤　憲忠、佐藤　修二、佐藤　広和、寺澤　哲郎、
谷山　佳津子、中平　浩人、中西　一郎、中屋　重直、服部　真、福本　正勝、森口　次郎、
宮本　俊明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計20名
欠席者：伊藤　正人、杉原　由紀、昇　淳一郎、山本　真二　　　　　　　　　　　　　　　計 4 名
（五十音順：敬称略）
議題：
審議事項
1． 産業医部会の政策課題について

　　　　広瀬部会長より、労働安全衛生法改正案の国会での審議状況および今後の見通しについて報告があった。また、斉藤副部会長より、本件に関連した当学会の労働衛生関連法制度検討委員会における審議状況について説明があった。

2． 全国協議会のあり方について
　　　　広瀬部会長より、全国協議会の企画運営委員長の選出方法検討の必要性について提起があった。全国協議会は、担当地方会と当部会、産業看護部会、産業歯科保健部会による共催行事であるが、企画運営委員長の選出にあたっては、当該地方会の意向と各部会の見解が異なるなどの課題が過去に認められており、今後は当該地方会関係者と四部会関係者が協議の上、決定を図るなどの方向性を検討する必要がある旨、意見の表明があった。
　　　　全国協議会自体の位置付けが一部不明確である状況に関連して、広瀬部会長より、現在、全国協議会と並行して産業衛生技術専門研修会および産業衛生技術部会大会を開催している産業衛生技術部会が共催者として加わる場合、産業医・産業看護全国協議会の名称変更を行う必要性がある旨について、説明があった。宮本幹事より、名称変更が行われる場合、実践的プログラムが主流である全国協議会の性格が反映される必要がある旨、意見の表明があった。

広瀬部会長より、既述の課題に共通した背景として、
・当部会内では総会および幹事会、四部会関連では四部会長会議および四部会合同企画運営委員会（旧四部会コラボレーション委員会）の機関が設置されているが、各機関の役割分担が不明確であること
・四部会の総意を決定するルールが未整備であること等に起因して当部会の総意あるいは四部会の総意を適宜表明することが困難な状況となっていること

などの問題点が挙げられ、今後、四部会長会議、各部会幹事会、各部会総会の位置付けおよび四部会の総意の理事会への表明方法等について明確化する必要性について、意見の表明があった。
３．第22回全国協議会（東京）について

　　　　福本幹事（企画運営委員長）より、各部会幹事会、四部会合同セミナー、実地研修会、特別講演、メインシンポジウム等を始めとする各シンポジウム、専門医制度委員会関連行事、当部会主催特別研修会および産業看護部会主催特別研修会等の詳細な実施計画について説明が行われるとともに、日本労務学会との合同企画としてシンポジウム「企業における危機管理」を企画中であること等について報告があった。

４．第23回全国協議会（名古屋）について

　　　　斉藤副部会長（企画運営委員長）より、メインテーマを「連携、そして発展！産業保健の未来を問う。」とし、会期を平成25年9月25日（水）～28日（土）、会場を名古屋国際会議場（9月26日～28日）および愛知教育大学（9月25日　四部会合同セミナー）として準備中であるとの報告があった。
５．合同セミナーについて

　　　　宇土幹事より、第22回全国協議会（東京）初日の11月22日に「計測機器製造と歯科技工製造現場における作業姿勢・作業環境」をテーマとして予定されている旨の報告があった。また、平成25年度に向けた企画の検討を行うため、本セミナーの実行委員会を年度始めに結成する方針である旨の説明があった。

６．リレーワークショップについて
　　　　佐藤広和幹事より、第22回全国協議会（東京）三日目の11月24日に開催予定のリレーワークショップ「医療機関との連携」について、概要の説明があった。

７．産業医プロフェッショナルコースについて

　　　　斉藤副部会長より、同コース委員会からの要望を踏まえて当部会活動における同コース企画の位置付けについて検討を行う旨について提起があり、当部会と同委員会との連携のあり方について、同委員会委員を兼務する加藤幹事により意見集約の上、次回幹事会にて審議を行う方針について説明があった。
８．分科会の運営方針について
　　①広報分科会について

　　　　福本幹事より、部会員相互に相談対応等が可能となるメーリングリストの開設等、部会広報活動の強化方針について説明があった。

　　②生涯教育・研究活動支援分科会について

　　　　広瀬部会長より、当部会と日本労務学会との連携取り組みとしての「産業保健活動における労務管理対応事例集（仮称）」等の資料を同学会との共同編集の検討を行うこと、および、産業医プロフェッショナルコースとの連携を維持、強化を図り、部会員が同コースを遠隔視聴可能な形の検討を行う等の方針について説明があった。
　　③部会合同企画推進分科会について

　　　　佐藤広和幹事より、全国協議会におけるリレーワークショップおよび四部会合同セミナー、学術集会における産業医フォーラムについて、企画運営状況および運営方針について説明があった。リレーワークショップについては、来年度以降のテーマについて、第22回全国協議会（東京）会期中に実施予定の四部会合同企画運営委員会にて検討を行う方針について説明があった。
　　④地方会活動推進分科会について

　　　　谷山幹事より、各地方産業医部会における部会独自研修会の開催状況および、今後の各地方産業医部会企画の強化方針等について説明があった。
９．次回および次々回幹事会について

広瀬部会長より、次回（平成24年度第3回）幹事会を平成24年11月22日（木）に東京工科大学（第22回全国協議会々場）において、次々回（同第4回）幹事会を平成25年2月15日（金）に東京都内で開催する方針について提案があり、承認された。

　　以上







